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は

'1.h
e
f･7
m
･h
･A
c計
a
n
(i
B
iu
s
o
f
TJpd
hlg
L
eg
ipla
tio
n

の

題

下

に
触

主

の
責

任

に
就

き

恰

7P

I;]arter
A
ct
の
如

き

も

の

が

観

際

的

の
法

律

だ
し

て
制

定

せ

ら

る

れ

ば

商

業

丘

利

益

在

る

',(
き

こ

と
を

論

述

せ

h
｡

同

年

の
報

告

中

に

L

im
its
o
E
Sg
e

l
n
tet･feren
ce
w
ith
M
aritiIn
e
C)on
h
･acts

だ
題

し

て

J
邑
i誌

W
aiton
並

に

r)T.A
.

(〕.
Schi･6aeIG
の

二
論

文

あ

.&
鎗

同

年

の
報

嚢

中

に

L
eop
old
l)0-
氏

の
触



荷

遊

歩

約

款

に
蘭

す

る
偽

文

の
論

文

あ

う

(P.P
,
69
3.-
7{-n
)O

山
､

琵
aLh
畠

に
開

か
れ

た

る

19忘
年

の
禽

倉

に
於

で
B
ytidel･民
は

鹿
荷

謹
券

の

n
eg
li鷲
n
Ce

ciau
se
の
統

山
を
主

張

せ

-

(p
.
19
豊

而

し

て
薪

る
懸

荷

澄

券

の

!
の
鹿

本

空

し

で
ー
渡
壁

に

於

て
御

足

せ

ら
れ

允

る
翰

魁
頗

触
常

澄
琴

を
示

せ

-
fj
(
p
も
･
12
5
-
i29
)

第

〓

節

｢船

荷

澄
券

に
蘭

す

る
或
規

則

の
硫

i
に
開

す

る

一
九

二
三

年

十

月

の
観
際

燥

約
轟

に
｢
11
九

二
四
年

の
英

観

の
物

品

海

運

法
一

制

定

の
沿
革

国
際
法
協
曾

(h
ternational
L
ew
A
ssocE
〇1])
が
遅
達

品
に
封

す
る
船

主
の
豊

住
一1
韻
す
る
規
則
な
統

一
す

る
に
付

て
探
り
来
り
i
l
る
努
力
は
以
上
述
べ

i1
る
所
の
如
し
飽
克

.1
高
尚
潅
法
要
鼻
骨

も
亦
森
開
延

に
付
き
考
慮
私
撰

ひ
蘇

れ
り
0

例

へ
ぼ

一
九

〇
九
年

の
B
rem
en
曾

議

の
報
骨
或
托

i
九

1
一
年

の
巴

亀
倉

議

の
報
告

に
に
航

路
相
嘗
額
運

賃
私
記

む

べ
き

や
否

や

等
の
鮎

に

紺
し
て
各
国
要
員

の
報
告

あ
り

1
九

二
二
年

の
C
o
p
en
h
ag
昌

曾
譲

り
報
管
にこ
ii

㌢
te
rn
at-

.
)】at
C
od
e
o
n
A
撃
e
山g
h
g
e
l)i
(国
際
蓮
迭
法
案
)
め
り
(
p.
)へ
X
)悌
観
重
点

の
提

案

と
し
て
出

て
た

る

D
i･art
O〓

1】t
e

rn
atT

o
n
al
C
o
d
e
()n
F
re
igh
t
(国
際
運

賃
法
案
)
あ
り
(
p.
1.
.1こ
あ

り

L
eo
l)

D
en
ipse
氏

の
編
纂

に
成
れ
り
)
国

際
運
送
法
編
纂
_

関
す
る

倫
教

委

鼻

骨

が

1
九

】
四
年

,1こ
編
碁
L

ii
ろ
国
際

速
達
法
案

(p.
414
)
並

.
1

こ
之
に
関

す

る
報
督

(
p
･
3
0
)
が

一
九

二

i
年

の
安
土
腐
骨

篭

り
報
告
書

に
鞄
載

せ
ら

ろ
如

此
国
際
海
法
委
員
骨
は

国
際
的
海
上
蓮

迭
及
運

賃

法
り
制
定

に

付
き
引
揺
さ

研
究

し

っ

～
あ
り

之
と
同
時
に
船
荷
諾
券

の
免
糞
約
款

(e
jm
ne
ratin
Fg
Cla
u
SeS
in
b
ills
of
!a
(ling
)
_こ
放

て

も
国
際
法
協
骨

と
相
汲

ん
で
各

国
委
員
骨

に
於

て
調
査
な
行

ひ
i1
り

永

問
題
に
付

き

固
際
商
業

曾
議
所
は
鱗
際
法
協

第
三
十
八
巻

(五
九
七
)

論

説

7
孝

二

軽
薄
牙
規
則
に
放
て
真

玉
)

第
四
幼

心



第
三
十
八
番

(五
九
八
)

論

説

一九
二
一
年
海
牙
規
則

に放
て
'其
五
)

第
四
碗

八

曾
及
闘
際
韓
法
曹
に
向
つ
て
強
行
法
と

し
て
立
法
す
べ
き
も
の
な
る
=
と
な
悠
漕
せ
り

(決
議
文
は

1
九
二
一
年
安

府
骨
議
報
昔

p･1tS
_こ
あ
り
)
固
際
韓
絃
骨
に
船
主
の
免
童
統

一
問
題
解
決
は
国
際
間
の
合
意
な
必
要
と
す
べ
-
最
後

の
鍵
に
国
際

全
種
骨
議
の
辛
み
通
し
て
立
法
ぜ
ら
る
～
ド
あ
り
と
信
じ
其
の
信
念
の
下
11二

一
九
二
1
年
安
府
曾
議
の

次
議
は
行
ほ
れ
た
り
二

九
二
一
年
七
月
安
府
合
議
報
告
p,
x
猶
船
荷
謹
券
免
資
約
款
_こ
緒
す
る
伊
大
利
の
B
eLJiロgeri

氏
の
報
骨
が
p,117
に
あ
り
免
糞
約
款
を
読
撃
し
改
正
な
要
求
ぜ
ろ
悌
固
共
助
の
諸
国
の
状
勢
を
認
せ
り

.

抑

も

一
九

二

1
年

の

海

牙

規

則

だ

云

払

叉

最

後

に

1
九

二

三

年

十

月

に

仝

健

に

よ

-

て
議

定

せ

ら

れ

た

る

僚

約

だ

云

払
童

だ
し

て

英

国

の
考

寒

に
成

る

も

の

覆

り

形

式

に
於

七

は

国

際

法

協

骨

の

手

に

よ

h

y

成

ら
各

国

仝

樺

合

議

の

芋

に

よ

-
七

枚

揚

げ

ら

れ

た

る

も

賓

際

に
於

け

る
中

心

は
英

国

有

り

S
iy
N

om
,atl
rJi二
だ

S
lr
fT
enry
D
u
k
e
の
両

氏

の
裏

だ

稀

す

る

も

不

可

覆

し

去

れ

ば

毅

に
英

国

の

一
九

二

四

年

の

遅

速

法

の
制

定

せ

ら

れ

た

る

順

序

を

略

述

す

べ

L
o

英

帝

国

に
於

て

所

謂

1in
er
bin
.f
lad
山n
g
(定

期

敗

の
般

荷

澄

*
)の
約

款

は

普

通

法

だ
梱

離

る

る

乙
だ

紛

ら

に

大

老

ち

ぎ
抗

撃

す

る

も

の
あ

G
(不

定

期

船

の
船

荷

澄

券

は

然

ら

す
)叉

定

期

鹿

の
舶

荷

澄

券

は

船

主

を

し

て
積

荷

を

粗

末

に

取

扱

は

し

め

不

正

直

在

ら

し

ひ

る

乙

だ

を

葵

励

す

る

の
弊

あ

り

だ
非

難

す

る

も

の

あ

h
(但

英

国

に

て

は

願

主

は

戯

荷

澄

券

に

ま

わ

て
戯

肺

の

不

通

航

に
困

.り
生

す

る

積

荷

の
損

害

に

封

し

て

も

或

は

叔

員

の
如

何

覆

る
過

失

に

困

ち

て
壁

ず

る

括

荷

の
損

掌

に

勤

し

で

也
二
巽

を

免

か

る

べ

き

旨

を

定

む

る

乙

だ

は

随

意

寄

Fin
)固

よ

う

斯



る
非

難

は
悉

-
普

れ

ち

ぎ
は

言
ふ

べ
か
ら

ヽ
ひ
る
も
(荷

達

人

だ
荷
受

人

の
立
場

の
相
違

よ
り
斯

る
不

満

足

の
車

を
高

ひ

る

rJ
ど
も
あ

h
)不

清

見

の
聾

あ

る
は
革

質

に
し

て
央
れ

は
府

立

だ
荷

物

側

ど
の
協
議

に
依

っ
て
之

を
皮

和

す

る
の
外

在

し
英

国

に
於

七
は

一
九

二

0
年

六

月

に
任

命

せ

ら
れ

允

る

Irn
periai
S
hip
pirlg
C
oin
mi

si.n
は
其

翌
室

即

i
九

二

l
撃

二
月

に
報

告
書

を
提

出

L

Y

l
九

一
〇
年

の
凝
泰

陀

の
水
道
法

に
革
披

し
た

る
立
法

を
虜

す

べ
き

7g
の
在

る

乙
己

を
悠

慈

し

光

G
(滑
国
際
商

発
奮

論

断

の
戯
荷

認
容

の
敦
鋳

策

に
陶

す

る
決
議

案
あ

り
夫
れ

に

依
れ
ば

損
害

鼎
倍

の
要
求

の
提
出

の
允

妙

に
許

誤
れ

た

る
期

間

の
短

か
き

rJ
だ
窺

豊

に
封

し

て
腐

生

の
無
責

任

謀
る

こ
.ij
荷

送

人

が
保
険

者

FFJ
結

べ
る
保
険

の
利

益

を
恕
童

が
奮

ふ
餅

の

不
都

合

在

る
約
款

あ

る

こ
ぞ
等

を
救

済

す

る

の
必

要

あ

ら

だ
決
議

せ

p
)じ

叫
九

二

一
年

五
月

に
倫
敦

に
開

か
れ

允

る
問
際

法
協

骨

の
海

法
都

督

は
S
ir
H
er,Ty
D
u
ke
を

議
長

だ
し
本
問

題

を
囲

襟

間

の
食
意

に
依

り

て
街

は

る

.,(
き
性

質

の
79
の
空
思
考

し
(前
記

の

Im
perial
S
hippi｡
g
a
.m
rn
ission
は
之
姓

を
大
英

帝

国

の
問

題

w
L

で
取

故

弘
毅

h
)而

し

て
同
年

秋

に
歯
牙

に
催

ru
る

べ
き
国

際

法
協
禽

の
論

題

だ
し

て
提
彊

す

べ
き
戴

則
寛

の
起
草

委
員

の

i
A

g
L

で

S
i=
lqjo
r
m
an
出
≡
が
馨

げ

ら
れ

光

り
､其

の
草
豊

は
同
年

ふ如
月

に
完

了

せ
ち
虎

の
革

某

は
右

の
海

牙
禽

議

の
開
催

前

に
贋

-
頒
布

せ

ら

れ
光

り
(革
寛

は
海

牙
合
議

戦
費

雷
第

二
幕

第
三
十
八
番

(
玉
九
九
)

論

筑

1
九
二
一年
韓
牙

規
則
に
耽
て
(其
五
)

爵
四
坊

九



第
三
十
八
番

(
六

〇
〇
)

論

説

7
九
三

年
掠
牙
規
則
にニ
放
て
(
其
五
)

第
四
親

一〇

p
.
xlvi
に
あ

,ih
又

曲

の
倫
敦
委
員
合

の
報

告

は
岡

上

p
･
xx
xii
に
あ

h
)a

山
九

二

!
年

八
月

三
十

日
よ

f･C,九
月

三

日
ま

で
海
牙

に
開

か
れ
光

る
囲

除

法
協
食

の
海
法

藤

倉

は
此

の
革
農

を
基

礎

E
L

y
討
議

を
威
し
似

て

1
つ
の
親

則
(C
o

de
of
rutes)
を
議

決
し
且

つ
建
議
書

(R
es.1uti.
且

を
費
表

し
た

rJn
虎

の

一
九

二

一
年

の
海
牙
克

則
は

直
ち

に
荷
主
東

亜

等

の
各

図

の
関
係

者

に
配
付

せ
ら

れ
た

･e,
同
年

サ

一
月
倫
敦

に
開

か
れ

売

る
国
際
東

宝
合

の

如

き

も
海

牙
薫
別

の
探
周

を
鮭

憩

す

',(
き
旨

の
決
議
を
属

し
た

る
位

に

て
多

-
の
定
期
戯

禽

鹿

の
船

荷

詮
券

面

に
於

て
採
用
せ

ら
れ
た

ら
｡

然

る
に
英

国

の
教
程

の
有

力

怒
る
商

業
組
合

は
自

家

の
利
益

恕
擁

護
す

る
感

吟
に
帝

に
其

の
聯

食
禽

(T
be
B
ritish
F
e
d

erat仙on
o
f
T
r
aaers'
A
ssociaiio
n

だ

名

づ

-
盲

組
織

し

海
牙
規

則

に
繋
し

て
不
満

足
を
詐

へ
克

ち
夫
れ
は

1.

1
九

二

1
年

の
海
.牙
規

則

は
之

を
採
用

す

る

ビ
否

亡
は
任
意

だ
在
れ

る

乙
亡
｡

二'
親
定

の
或

も
の
が
不
満
足

覆

る

乙
}J
.鎗
又
彼
等

は
次

の
三
及

び
因

の
革
質

を
記
憶
せ

る

(J
rTJ
r,

三
t

l
九

二

1
年

の

fm
perial
A
hipp
in
bO
C!o昌
m
ittee

の
報

告

に
よ
れ
ば

大
英

静
観

に

1
っ
の

運

送
法

を
制
‥定

す

べ
き
専

嘗
建
言
せ

る

rJ
b
J
rJ



四
､

常
観

脅
議

(Im
pel.藍

Ch
｡fe諾
莞
e)
は
右

の
建

言

を
容
れ
東

関
改
暦

は
其

の
領

地

の
各

改

暦

に
向

て
法
律
制

定

を
璃

す

P,(p
き

乙
だ
を
宣

明
し
た

る

こ
ぞ
O

虎

の
理
由

の
下

に
聯
魯

禽

抜
海

牙
蔑

別

の
探

周

を
拒

み
英

静
観

に
於

て
立

法
す

べ
き
事

を

要
請

し
た

ち
聯

魯
麿

の
禽

頚

が

I3
oal･払
of
T17r(1d
tj
の
院

長

A,J
禽

鬼

の
結
果
と

し

て
商

人
側

だ
願

主
側

だ
共
同

L

l'J
法
律
薮

を
僅

ち
而

し

て
嚢

ふ

p,(
-
ん

ば
直
ち

に
議

倉

に
綻
彊

す

る
撃

だ
覆

帆

-
薮

に
於

て

S
ir
誓

言
-

聖

二
頗
豊
側
)だ
A
･
A
If･
Ja,3訂
on
(荷

主
側
)だ
兵
力

L

tJ
二
週
間

の
日

数

を
費

や

し

y
僅
成

し

叫
九

二
二
年

五

月

二
サ

二

日
階

に
て
之

を
商
務

院

の
海
事

部
書

記

な

る

B
ipw
o
o
a

民

に
提

眼
し
究

-

(こ
れ

は

1
九

二

一
年

の
海

牙
規

則

を
訂

正
し
た

る

も

の
覆

り

R
eport
of
lnteruation
al
A/iqa芝
m
e
C
o
m
･1n
itteつ,
192
8
G
o
芽

n
bu
L･tq
C
o
yj
f･
P
･
8
39
に
あ

土

地
法
案

は
然

し
乍

ら
議
密

に
は
提
出

せ
ら

れ
ず

し

て
閣

年

サ
輿
九

日
よ
毎

や

!
日
ま

笠
倫
敦

に
開

か
れ
た

る
国

際

海

法
食

の
議

に
館

せ

ら
れ
た

Fa

兎

の
健
胸
糞

は
上

記

ゴ
市
脅

議

の
報

告
書

p
.
36')u
に

あ

ら
:.此

の
倫

敦

禽
議

に
は
各
国

よ
り

各

方
面

の
代

表

彊
臆

せ

ら
S
ir
H
eコi･y
Ljul{e
を
議

長

だ
L

J
aclfeo
n

民

及

び

聾
u
段

ち
感

知

せ

ら

覇

-

て
修

濫
せ

ら
れ
詑

る
も

の
が

即

3
九

二
二
年

の

海

牙
類

別

(T
he
f･I
eugue
Plu
ieLq,'i929)
在
h
(同
上

ゴ
市
魯
議
報

鷺

p
.
3
7
･5
に
あ
-
)而
し

て
本
裳

は

や

が

て
武
府

に
閃

か

る
べ
き

登

硬
骨

議

の
議

に
付

せ
ら

る

べ
-
漁

期

せ
ら

れ
た

ち
O

第
三
十
八
番

(
六
〇
二

論

説

一九
二
一年
海
牙
規
則
に
放
て
(其
五
)

第
四
銭

こ



第
三
十
八
巻

(
六

〇
二
)

論

説

1九
二
一年
海
牙
規
則
に
就
て
(其
五
)

.
第
四
波

1
二

同
年
同

月

登

楼
禽
議

は
武
藤

に
開

か
れ

多
少

の
修

蕊
が
加

へ
ら
れ

郎

i
九

二

二
年
や

月

二

十

六

日
附

に
七
国
際
健

約

の
基

礎
案

(B
祭
iか
Of
an
iutern
ititl
ai
C
on
vention
for
the
U
nificatio
n
of

Clertain
R
ules
relatin
g
to
B
itls
of
L
ad
ing)
w
L

Lで
夜
来
せ

ら
れ

免

pn
.英
観

の
蹄

係

者

の
童

在

る

も

の
は
此

の

山
九

二
二
年

の
妾

を
探

ら

て
英
国

の
蓮

蓬
法

を

定

む

.,(
き

79
の
在

る

rJ
空
を
商

務

院

に
申

請
し
光

ら
'倫

敦

の
蹄

謹

皇

マ
キ
ノ

y
鷹
及

法
官

ス
ク

ラ

ッ

J
･

y

民

は
英
国

の
他

の

山
腹

の
法
規

だ
其

の
書

き
方

の
相
違

せ

る

乙

だ
を
非

難

し
た

る
も
起
草

者

の
意

志

は
所

謂

i3ill
o
〓

a
d
in
g
E
ng
lisb
を
搾

る
積

り

に

て
計
量

せ

ら
れ

た

る

7g
の

に
し

て
法

律

的

の
文

言
を
用

ふ
る

乙

だ
は
初

め
よ
り

目
論
ま

れ

き
-
し

な
り

ど
云

へ
b
O

此

の

1
九

二
二
年

の
各

棟
合

議

の
議

を
経

允

る
親

別

に
基

き

て
出
家

た

る
海

上
蓮

定

法
寛

(
C

a

r
r
ia
/g
e

o

fGoods
b

y

S
ea
B

M

)

が

叫
九

二
三
年

三
月
甘

六

日
上
院

に
提
出

せ

ら
れ

四
月

十

九

に
第

二
審

骨

を
経

た

-
比

の
某

の
上
院

に
投
出

せ

ら

る

J
や

石
炭

の
荷

送

人

材
木

商

の

脚
部

の
潜

在
哲

が
反

射

し
た

h
叉
法
律
案

の
立

て
方

が
義

弘

W
の
法
砕
家

の
技

術

的
方

面

の
反
対

あ

ら
光

り
'窪

に
於

で
両
院

の
聯

食

委
員

禽

(JointCon呂
i芳
e)
に
附
託

せ

ら

れ
五

月
ま

わ
六
月

に

か
け

て
澄

八

を
喚

問

し

て
調

査

を
遂

げ

一
九

二
三
年
七

月
附

に

て
報

告

書

を
提
出

し
溌

h
遠
山

の
報

告

に
よ
れ
ば
T本
案

は
大
鰹

に
於

で
是

認

n

る

べ
き

も

の
在

･cJ
た

だ

沿
岸
貿

易

だ
｢バ
ー
ク
､



カ
ー

ゴ

-
｣に
閥

し

て
裏

の
本
文

に
特

別

の
規
定

を
設

-
れ

ば

足

る
｣だ
云

へ
ち
此

の
嶺

告

に
塞

き

沿
岸

貿

易

w
r̂
バ
ラ
｣荷

に
関

し

て
本
文

に
説

明
を
加

へ

て
園

七
着
衆

蓮

蓬
莱

を
蒲

足
せ

し

妙

充

ち
O

怨

る

に
右

の
法
薮

は
議
宙

が
解
散

せ

ら
れ
敦

る
尭

め
に
通

過

が
遅

-

る
＼
こ
(,J
＼
在
れ

ゎ

他

方

に
於

て

一
九

二
三
年

十

月
武

市

の
金
権
合
議

に
於

て
憶
的

寛

は
商
議

に
上
h
僅

か

の
修

正

を
加

へ
ら
れ

た

り
(政

の

山
九

二
三
年

十
月

に
金
曜

の
調
印

を
寝

た

る
催
約
番

が

山
九

二
三

年

の
国

際

海

法
倉

の
ゴ

ブ
テ

ン
プ
ル

ヒ
報

告

p
･
4EA(･)J
に
あ

h
二

九

二
四
年

二
月

に
英

観

の
海

運

法
某

は
上
院

に
再

び
提

出

せ

ら
れ

三
月
甘

臼

に
第

二
讃
禽

四

月
入

日
に
第

三
議
倉

を
麓

で

九

日
に
上
院

よ

り
下
院

に
回
附

せ
ら
れ

六
月

五

日

に
第

二
讃

禽

壱
月
十

一
日

に
第

ニ
〓
試
蘭

を

経

た

ら
是

れ

即
英
国

の

i
九

二
四
年

の
海
蓬

法

有

り
各

極

地

に
於

V
も
檀

々
同
棲

の
法
棒

を

制

定
せ

り
｡

第

二

葦

海

牙

規

則

の
内

容

の
違

要

な

る
鮎

音

㌣

詔

㌫

･:.;-:7
:I
,::.･.
-･
･..
I_･i.･
if
誌

…･iS
;･景

:,･{
fJi
侶

{?･517･=.=.fJ
::..I:'=.(‥J

次

に
本
規

則

の
内

容

の
太
駿

を
列
記

す

.rf
L
o

第
三
十
入
念

(六
〇
三
)

論

説

一九
二
1
年
韓
牙

規
則
にこ
放
て
(茶
室

第
四
親

l
三



第
三
十
八
巻

(六
〇
四
)

論

説

一
塾

二

年
綜
牙
規
則
_こ
聾

六
共
立
)

第
四
戟

1
四

】p
海

牙
親

別

は
僻

ま
せ

る

1
の
法
典

に
し

て

叫
方

に
於

y
運

送
人

の
責

任

及

び
義

務

を

を
免

か
れ

し

ひ

べ
き
船

荷

澄

券
の約
款

は
無

数
な

ら

だ
せ

ニ

ュ
ー

,I,>

-
ラ

ン
ド
等

の
既
存

の
法

律

79
運

送

人
が
或

種

の b 漣
ii

人

を
し

て
斯

る
責

任

及
義

捗

jTi
aIQ
terAcbryJ
か
濠

卵
､加
奈

陀
､

任

を
免

か
る

P,(

き
約
款

は
其

の
効

力

を
認

め
き

る

乙
だ

IP
在
れ

る
鮎

は
海

牙
規

則

も
同

様

覆
れ
哲

も

後
楽

既
存

の

fl
a
rte
i･

経
其
他

に
於

で
は
蓮
達

人

の
責

任

の
性

質

は
定

め
ら
れ

な
ら

ざ
る

が
故

に

来
観
､英

国

の
夫

々

の
普

通

法

上

に
於

て
遅

速

人

の
責

任

の
如

何
な

る
性
質

の
も

の
な

る
か
を
見

る

こ
と
を
要

す

然

る

に
海

牙
規

則

は
猫

立

の
法
典

に
し

て
其

の
車

に
責

任

の
原

則

も
規

定

せ
ら

る
､其

の
法
典

だ
け

に

て
猫

立
し

て
完

成

せ

る
も

の
に
し
て

所

謂

self･110r,t巴
ned
cod
e
覆

え
第

二

憶
ヽ
抑

も

米
英

南
隣

に
於

七
も
蓮
達

人

の
責

任

に
繭
す

る

C,onlm
O三
aw

の
如
何

在

る
も

の
在

る
や

む

正
確

に

知

る

rJ
と
は
困
難

在
れ

ば
責

任

の
性
質

を
し

か
に
法
典

中

に
魂

遷
せ

る
海

牙
規

則

は
政

の
鮎

に
於

て
造

か

に
優

れ

h
観

る
も

の
な
ら

gL.れ

ぼ
国
際

的

の
規

則

だ
し

て
は
不
徹
底

覆

え

1
八

九

〇
年

の

Y
･
A
｣
ル
･
漂
流

の
瓢

に
於

て
不
徹
底

の
城

あ

え

､.

1､
晦

牙
盛

期
適

用
区
域

は
梅

丘
達
彦

中
(
V

o

y
ag･e)
の
み

怒

ら
即

ち
船

内

限

わ
な

-
C

(
第

一

燥

㈲

)



現
時

の
磨

荷

認
容

は
鹿

肉

の
み

覆
ら
ず
鹿

積
み

の
薦

妙
に
蓮
達

人

が
蓬
産

品
を
受

領

し
た

る
障

ま

わ
仕
向

港

に
於

て
陸
揚

げ

せ
ら
れ

て
最
後

の
買
童

の

芋
に
分
配
せ
ら

る

ヽ
迄

の
高
域

に
跨

h

て
腐

生

の
仕
聾

の
部
費

fTJ
L

で
規

定

せ
ら

る
p緋

鹿
童

は
運

送

品

の
集

配
を

も
掌

る
希

役

を
昏
業

だ
せ

る
所
謂

S
訂

v
e

a
or
を
し

て
請

負

は
し

竪
'
盛

れ
や

も
斯

る
両
端

の
仕
事

に
裁

て

は
船
荷

謬
算

に
裁

定
し

あ

る

に
殉

は
ら
す

蕗

牙
義

則

は
輿

か
ら
ず
国
内

法
或

は
地
方

の
習

慣

等

の
管

掌

す

る
所

,,J
J

て
塵

せ

り
,故

に
蓮

蓬

空

V
oy
ag
e)
に
就

七
は
瀞

軍
船

荷

謬
券

に
裁

定

を

設

-

る

の
必
要

在
け
れ

*
)
も
蓮

蓬

の
前
後

の
責

任
者

の

乙
だ
に
就

Ly.
は
今

後

ど
も
判
然

だ
敏

荷

讃
算

に
記
哉

す

る

の
必
要
あ

ゎノCr

SiL･
hTc,TLI13E,岩

出
ili
の
説

明

に
よ
れ
ば
'坤

も
現
時

の
慣

習

が

船

積
前

及
陸
揚
後

ま

で
賠

荷

叢
静

に
よ
-

て
C〇
…

す

る
接

に
謀

り
鬼

る
所
助
成

は
夏

に
進
ん

で
は
海
陸
通
達

蓬

の
敷

荷

鐙
券

の
現
彊

せ

る
如

r;TTJは
荷
感
番

取
組

等

の
瓢

に
於

け

る
荷
送

人

の
便

宜

且
よ

り
損

で
髭

る

rJ
E
に
し

霊
芝

等

の
直

域

に
於

て
鰻

重

に
責
任

を
負

は
し

む
る

の

目
的

に
出

で
允

為

に
は
あ
ら
ず
｡
N
orrilai,
琶
71i
民

は
常

に
蕗

の
説

を
開

明
せ

ゎ
O

fm
l
民

の
説

に
よ
れ

ば
所

謂

1
恕

借

切

ら

の

ch
arter
の
場

倉

の
如
き

だ
違

払
て

1
鹿

の
荷

物
恕
遅

速

す

る

ご

フ

バ

ナ

ー
サ
ダ
イ
ス
｣に
於

で
は
敷

豊

は

山
腹

の
荷

豊

の
利

益

を
考

へ
き

る

べ
か
ら

す

経

て
各

荷

重

は
其

の
汽
鰹

禽

敵

の
航

海
濠

定

の
計
塞

及

び
其

の
倉

敷

の

i
鮫

の
運

輸

の
箪

情

に
職

歴

第
三
十
八
番

(
六

〇
五
)

論

説

一
畢

二

年
韓
牙
規
則
に
放
て
(
共
立
)

第
四
戟

小
五



第
三
十
八
巻

(六

〇
六
)

論

説

11
九
二
1
年
海
牙
規
則
に
放
て
(
其
五
)

第
四
碗

二ハ

せ

き
る
.,(
か
ら
す

即
ち
荷

造

人
は

不
便

を
忍

ば

き
る
.,(
か
ら
す
､而

し

て
之

等

の

こ

F,J
は
海

牙

窺

則

む
離

れ

て
歴

荷

鐙
券

に
詳

し

-
定

め
-
｡
る

.べ
き

砲

の
忍
か
云

々

.fJ
nJ

二

贋

童

の
耐
航
獲

保

義
務

を
経
常

的

の
も

の

yJ
せ

る
英

来

(i.,Jm
"W
n
iaw

或

は

日
本

の
商

法

の
主
義
(五
九
二
傑
)
を
緩

和

し

て
鹿
蓬

は
航
海

の
飴

ま

る
前

に
敏

郎

を
耐

航
耐
貸

怒
ら

し

ひ

る

に
付

き
楯

皆

在

る
朗

霞
を

な
す

.,(
き
(tO
eXerCise
賢

e
triiico,ence)
こ
藍
を
獲

保

す

る
も

の

な

ら

正
せ

-
0

(讐

一健
二

l
a
rter

Aet.加
奈

陀

法
感

開

法
等

ど
同

じ
裁

定

が
設

け

ら
れ

た

る

怒

ら
O

一

､

戯

重

は
遅
速

品

を
洩
皆

に
且
注

意

し

イ
･｡
助

y
積
込

み
､取
扱

･S
.積
付

け
.蓮
接

し
､保

管
し
'

積
却

す

べ
き

も

の
な

ら
｡
(但

本
劫

則
第

四
憶

に
定

め
た

る
権

利
及

免
責

の
範

囲
内

に
於

y
)
秦

三
煉
第
二
境
)

雌

の
責

任

は
泰
頚

朗

の
他

の
部

費

即
第

四
億
一に
定

め
ら
れ

た

る
運

送
人

の
礎

利
及

免
責

の

範

囲
以

下

に
之

を
縮

少

す

る

乙

と
は
許

rb
れ

款

に
衷

は
れ

を

る
所

の
責

任

の
範

囲

よ
-
は

遺 すr･･.心 t･
か さ

に れ

大 ば
I,こ ･徒

.,it∴ '･=:
例 慣
用
普

ら

る

＼
舶

荷

意

券

の
約

へ
ば

後
楽

の
船

荷

詮
券

は
積

付

不

良

(bad
stow
age)
窃

盗

(pilferag
e)
に
鋳

る
損

賓

に
付

て
義

務

を
負

は

き

る

べ
き

旨

の
約
款

を
挿

入
す

る

乙

だ

l
般

の
慣

習

怒

り
盛

れ
や

も
薪

る
約
款

は
少

-

芝
も
ノ積
荷

の
積
込

み

葦
卸

し
及

蓮
蓬

の
期

間
(V
oya
g
e)
に
開

す
る
範

囲

に
於

で
は
蒔

牙
類

別
賞
施

の
後

は
新

し
さ
磨

荷

澄



券

面

よ

り
之

を
取
除

け

誇

る

べ
か
ら

す
O

尤
7
3
3

本
親

則

第

七

健

に
よ
れ

ば

航

海

の
始

ま

る
前

及

航

海

の
終

了
夜
(例

へ
ぼ

積

込

み

の
感

め

に
積

荷

を

受

領

せ

る
閉

ま

か
或

は
陸
揚

港

に
於

て

積

荷

を
其

の
受

取

人

に
交

関

す

る
ま

で

の
聞
達

蓬

取

扱

人

の
如

き
資

格

に

蓬

に
於

y
荷

物

の

保

管

注
意

に
向

で
有

す

べ
き

磨

童

の
責

任

に
付

で
任

意

の
約

款

を

設

け

碍

べ
き

乙

だ
は
社

務

=
･.g

=:
.
,･･

世
.]･.]:｡･高
.]=.;
:･1[=.･ii
･.:::?.i:
;i
f1.･l∵
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∴
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舶

荷

謹
啓

に
記

入

ru
る

べ

き
積
荷

の
識

別

(iaenLbiBcを
○=
)
に

必

要

有

る
荷

印

高

鷲
等

の

小

尾
舟

に
必

要

在

る
副

荷

印

に
暫

し

tj
之

を
童

荷

印

だ
云

ふ
)数

量

及

び
外
賓

嘗

pal･eut
Ord
e
l･

and
c.naition
)
に
関

す

る
親

定

あ

え

第

三

僚

第

三
故

乃

至
第

五
撃

讐
頭

琴

す
h7,r
db
所

は
戯

積

作

業

の
開

始

前

に
荷

造

人

が
書

面

に
認

ゆ

y
提

供

し

た

る
主

荷

印

盈

分

量

に
限

-

て
船

室

は

励

荷

澄

券

に

記

入

す

る

の
義

務

あ

う
､而

し

て
荷

達

人

は
其

提

供

せ

る
所

の
通

告

が

正
確

覆

る

こ

と
を
保

詮

す

る

も

の
覆

り
.而
し

て
不

正
確

夜

､り
し

薦

め

に
生

す

る

㌫
骨
に
付

い
て

は
荷

達

人

は
船

主

に
向

て
賠

償

の
責

任

あ

り
'如

此

次

第

怒
れ

ば
不

正
確

よ

り

塵

ず

る
責

任

は
荷

達

人

だ
放

生

だ
雨

着

の
上

に
存

在

す

る

乙

ffJ
J
な

る

な

り
要

す

る

に

海

牙
窺

別

は
恕

荷

詮

券

面

の

積
荷

の
塞

要

在

る
記

載

事

項

は

現

に
蔵
込

せ

れ

た

る
貨

物

を

通

常

に
代

表

す

る

も

の
た

ら

し

ひ

る

の
結

果

を
生

せ

し

ひ

る

在

.n
著

し
荷

送

人

に
於

で
積

荷

の
数

量

が
蜜

際

七
相
違

す

る

乙

弗
三
十
八
番

(
六

〇
セ
)

論

説

1九
二
一
年
滞
牙
規
則
tこ
試
て
真
吾

第
四
敦

一
七



第
三
十
八
巻

(
六

C
八
)

論

説

一
九
三

年
韓
牙
規
則
_こ
放
て
(其
五
)

第
四
境

一
八

だ
の
疑

念

を
懐

-

亡
き

は
其

の
革

を
書

面

に
附
託

し
責
任

を
免

る

J

乙
1J
を
努

む

べ
き

も

の

在

り
感

荷

澄
券

に
紀
載
せ

ら
れ

光

る
荷

印

の
数

量

及
外

賓

の
通

h

の
質

物

が
地
主

の
手

に
受

取

ら

れ
光

る

fJ
E

の

7
鮭

の
澄
接

(pI.i111a
i.aC
ie

evia
e

ncej
だ
し

て
其

の
船
荷

澄
参

は
考

へ
ら

る

る
覆

り
'尤

も
是

れ

は
撃

に
讃
壕

(evi
den
ce)
と
し

て
克

ち

る

1
も

の
に
し

て
礎
利

の
問

題

に
は

あ

ら

き
る

が
故

に
船

主

は
賓

際
受
領

し

た

る

だ
同
様

有

る
物

を
引
渡

し
た

る
旨

を
澄

明
す

る

rJ
だ
を
得

れ
ば
責

任

を
免

る

＼
rJ
さ
を
得

る
な

D
｡

!
'

積
荷

の
損

害

あ

る

fJ
と
及
其

の
損

害

の

一
般

的

性
質

を

ば

書

面

を
似

て
陸
揚

地

に
於

て
積
荷

が
受

取

人

の
毒

に
渡

る
前

に
畠

傷

が
外

面

的

有
ら

き

る

･こ
き

は
引
渡
後

二
言

以
内
画

ば
戟

-
引

取

ら
れ

た
る

事
賓

を
遡

て
船

荷

澄
券

に

詑
載

せ

ら

る

1

物

だ
同

云

物

が
引
渡

さ
れ

光

る

乙

亡
の

1
歴

の
譜
凌

～
見

る

rJ
～

を
裁

定
せ

り
二

讐

朗
首

の
場

食

も
誇

練

の
問

題

に
止
ま

る

が
故

に
荷

物

の
受

取

人

が
通
知

を
せ
ず

し

て
引

取

り
た

る

(,J
き
7̂J
雄

も
若
し
賓
際
船

主

に
依

覆

し

て
運

逢

し
光

る
物

だ
同

1
の
物

を
受

取

ら
⊥ざ
り
L

rJ

～

A,J
を
琵

関
す

る

乙
(,J
を
得

れ
ば

損
害

琴

倍

の
請

求

を
属

す

｢J
w

を
待

べ
L
O固
ま
-

本
親

則
第

四
健

の
戯

童

の
樺
利
及

免
責

の
裁

定

の
下

に
船

主

の
責

任

が
除

外

rb
る

1
場

倉

は
此

の
限

-

に
あ

ら
ず
'此

の
損

害

通
知

の
闘

駕

は

積
荷

の
保
険

と
も
随
係

を
有

す

る
も

の
在
れ
ば

荷

物

の



受

取

人

及
其

の
代

理
人

は

十
分

留

意

せ

き
る

ぺ
か
ら
す
｡

!.

船
童

は
蓬

産

品

の
舶

積

せ
ら
れ
た

る
後

は
荷
送

人

の
要
求

が
あ

れ
ば

積
込

蹄
感

荷

護

翠

(
S

h
ip
ped
b≡
(,〓
ad
in
g
)
を
蓉

行

す

る

の
義

務
あ

う
｣若
し

も
同

じ
荷

物

に
瀞

し

て
荷

達

人

が

既

に
他

の
物
権
詮
券

の
敏
行

を
受

け

を

る

亡

き
は
去
れ

だ
引
換

へ
に
歳
込
醇

の
触

荷

詮
券

を

受

取

る

乙

亡
を
得

ぺ
し
元

も
願

主

の
考

へ
に
よ

り
y
斯

る
物
標
遼

券

面

に
船

積

港

に
於

で

愚
生

船

長

或

は
代

理
人

が
蓬

遺

品

の
積
込
ま
れ

た

る
廉

廉
名
戚

込

み

の
虜

還
れ
た

る
日
野

を
記

入

す

る

rJ
だ
を
得

i,(
-
斯

-

記

入

さ
れ

た

る
も

の
は
之

れ

を
積
込
済

船
荷

澄
券

だ
見

る

乙
だ
を

得

べ
し
､亡
あ

忠

(讐

讐

空

二

年

の
海
牙
類

別

に
は
船

積
み

の
た

妙

に
受
領

し
光

る
積
荷

の
願
荷
叢

券

(Teeeived
for
sb
ipm
en
t
b
ili
o
〓
ad
㌻
g
)
覆

る
文
句

あ

D
L

も
斯

る
名

轟

を
用

ふ

る

乙

I,J
に
付

て
は
荷

重

側

に
反
対

す

る
着
衣

は
れ

た

れ
は

免

の
名

稲

の
代

は
-

に
物
権

鐙
穿
曾

?

ultJent
Oニ
itleTj
覆

る

名
稀

を
探

屈

し
た

-

(R
ep
3号

OfJoint
C
o己
m
itbe
I
P

･

1;34jby
Sir
N
orm
an
H
ill)o

つ
,
海

牙
親

別

の
第
四
億

に
は
巣

立

の
専
有

す

べ
き

種
別

及
免
責

の
裁

定
あ
う

薪

る
権
刺

i
∫.I

及
免
責

も
矢

張
り

義
務

盈
責

任

}J
同

ヒ

-
船

積

み

ょ

ゎ
船

卸

し
ま

で

の
間

に
適
用

せ

ら

る

'べ

き

も

の
に
し

て
B,p
L

も
腐

生

が
薪

る
樺
利
や

ら
免
責

を
.船
積
を
待

つ
間
東

泉

の
事

に
稔
荷

を

保
管

せ

る

に
際

し

て
盛

は
叉
籍
卸

し
た

る
後

に
於

V
.堅

尋
有
せ

ん

だ
欲

せ
ば

鹿
荷

若
芽

に
央

第
三
十
八
番

(
六

〇
九
)

論

説

1
九
二
1年
鞍
牙
規
則
_こ
放
て
(共
立
)

第
四
戟

一
九



第
三
十
八
番

(
六

一
〇
)

論

説

一九
二
一年
淳
牙
規
則
_こ放
て
(其
五
)

第
四
波

二
〇

れ

に
畢

す

る
通

常

な

る
約
款

を
設

け

ざ
る
可

か
ら
す
o

て

第

四
億

の
第

i
敦

及

第

二
歳

は
英

園

の

rrilP
eを

S
h
ltP
P
3n
g
C
.tn
Tn
issio
n

の
要
求

に
よ

り

∵√､
て
採
用

せ

ら
れ

た

る
も

の
に
し

て
fh
rter
A
ct,
及

加
奈
陀

法

だ
大

差

覆
し
｡

一ム
'

荷

達

人

が
懸

橋

前

に
慣
格

を
明
普

し
夫
れ

が
触

荷

謹
券

に
記

入
せ

ら

る

Ip
に
あ

ら

ぎ

れ
ば
荷

造

1
筒

に
付

き

百
碑

以

上

の
責

任

を
地

主

は
負
唐

す

る

に
及
ば

ず

pyj
あ

止

(閑
話

)此

の
金

額

は

】
九

二

一
年

海
牙

に
於

て
弱
き

論

等

の
後

に
採

用

せ

ら

れ
た

る
も

の
在

り
廃

園

の

L
e

.
p

.1d

Do
l･
氏

は
強

-
此

の
首
藤

説

を
童

成

し

た

り
O

(77
eiT
rA
..fv
to7.e
lr
指
75.9n)f･
.f)
s

iT
N
orm
an

H
ニ
l
の
考

へ
に
依

れ
ば

積
荷

の
卒
均

債

格

は
官

僚

よ
Jり
は

む

し
ろ

二
十

碑

に
近
さ

が
故

に
地

の
海

牙
合

議

の
採

用

し

た

る
金

額

は
高
低

に
失

す

AiJ
嘉

へ
り
'
fJ
i二
氏

の
考

へ
に
よ
れ
ば

薄

牙

親

則

が

も
し
賓

際

の
卒
均
償

格

を
標

準

だ
し

て
探
周

し
た

寄
ら
ば

海

牙
戴

朗

探
周

に
由

-,.
新

に
増
加

す

る
責

任

を
蔵

ふ
た

め
に
敬

重

は

1
殻

の
積
荷

に
著

し

て
卒
均

に
少

し

の
運

賃

の
引

上
げ

を
為

せ
ば

足

る

.,(
し
､然

る
に
卒
均
慣

格

よ

り
も
五
倍

の
責

任

を
負

捧

す
る

乙

fyj
JP
覆

う

た

る
が
た

め

に
､
一
般

の
積
荷

に
封

し

て
不
普

在

る
運
賃

の
賦

課

を
禽

ず

る

こ
VJ
JP
覆

る

J,(
,/

斯

る

乙
A,J
は
遅

達

品

7
股

の
上

に
不

必
要

在

る
負

控

を
生
す

る
結
果

.fJ
な

る
も

の
に
し

て

叫

般
商

業

の
登
達

の
究

め
に
不

利
益

夜

毎
夫

れ
は
高

唱
品

の
利

益

の
た

め
に
尊
均

憤

格

の
荷

物



の
所

有

主

を
犠
牲

に
供

す

る
も

の
覆
pa

N
｡m
】arl
Ij
iii
の
考

へ
に
ょ
れ
ば

卒
均

滋
上

の
償

格

の

品
物

の
荷

蓬
人

を
L

LiJ
其

慣

絡

む
療
普

せ

し

鋳

て
曙
運
賃

を
梯

は
し

ひ
る

乙
だ

ゝ
せ
ぼ
高

僧

品

の
翰

蓬

の
た

妙
に
起

る
影
響

の
敦

吟
に

!
燈

に
蓮

賃

の
率

を
高

止
せ
し

ひ
る
e
l
算

を
蓬

-

る

の
便

あ

り

だ
O

然

る

に
歯
牙
脅
議

に
於

て
荷

重
側

の
代
表

は

H
illi
民

約
斬

る
説

に
耳

を
傾

け
ず
積
荷

の
慣

格

を
単
著

す

る
の
責

任

を
負

ふ

rJ
rfJ
を
拒

否
し
た

与
同

上
海

牙
愈

議
報

告

P
L
59
)然

る

に

叶Ilu

民

の
意

見

に

よ
れ
ば
機

雷

高

さ
憶

の
品

は
常

に
汲

め
申
鷺

を
受

-

る

乙

だ
､
せ
ば
励

ま

は
積

付

け

に
も
相
雷

に
注
意

し
'窺

盗
等

に
畢

し

て
も
保
管

の
絵

を

立

つ
.I(
-
其

の
蓮

達

人

の
責

任

を
轟

す

に
便

利

在
Fi,
旦
同
氏

が

1,
九

二

i
年
十

月

リ

bZ
ブ

ー

ル
の
蘭

離
禽

敢
員
合

食

に
於

で

朗
竃

し
た

る
報
告
)宵
練

は
荷

物

の
荷

造

一
箇

rp
ei･
PaCka
g
e)
に
付

き

叉
は
荷

物

の

一
軍
位

(per

U
n
it)
に
付

き

計
算

す
機
械

だ
か
親
権

W
か
其
他

の
各
箇

別

々
の
物

官
ng
le
ayticles)
に
し

て
所
謂

p
ack
a
ges
だ
霧

す

る
能

は

き
る
も

の
は

U
n
i二
軍
位
)
だ
稀
す

る
在

り
C

lial<tet･A
c

t
に
よ
れ

ば

1
口

の
積
荷

に
付

き

(eaGh
co
nBl.gnm
e旦
恕

童

の
茸

に
任
や

P,(
き
金

額

を
制

限

す

る

rJ
E
を
許

m
れ

を
れ

ら
且

又

fiarter･
Actに
よ
れ

ば
損

害

の
あ

る

乙
ど
の
通

知

を

荷

物

の
.
受
取

人
よ

り
磨

童

に
輿

ふ

.べ

き
期

間
を
鹿

童

は
随

意

に
足

ひ

る
rJ
E
を
得

る
覆
う
去

第
三
十
八
金

(
六

二

)

姶

課

一九
三

年
海
牙
規
則
_こ
就
て
(其
五
)

寮
内
戟

≡



撃
二十
八
懲

(

六
1二)

論

説

1九
三

年
確
牙
規
則
に
就
て
(其
五
)

第
四
沸

二
二

れ

ば

H
a
rA
er
a
ct

の
下

に
或
備

蘭

西

の
汽
磨

倉

敷

は

山
箇

(O
ne
p･g
kage)
に
薯

す

る

の
責

任

を

拾

法

に
限
定

し
た

る

乙

*
1
あ

･C,
叉

或
汽
船

合

致
は
積

卸

し

の
後

二
十

四
時

間
内

に
通

知

を
為

す
に
あ

ら

き
れ

ば
全
然
損

害

賠
償

の
請

求

権
な

き

も

の
,fJ
せ

る
約
款

を
有

数

に
採

用

せ

-
而

し

y
.斯

る
約
欺

は
鐙
凌

の
問

題

に
あ

ら
す

し

て
仝
然

訴

槽

を
失

ふ

も

の

ど
す

る
在

-
海

牙
魂

則
渦

是
等

の
鮎

に
於

表

れ

-
｡

(

gaelefiratgef.orFmG
tGhoedslobi,ntsSa.巽
ele92がnPtPle5)

7
.

舶

荷

鐙
券

に
記
載

n
れ

た

る
蓮
遺

品

の
性
質

或

は
慣

格

が
荷

蓬

人

に
よ

り
て
故

意

に

書
き
達

へ
ら
れ

む

ら
究

る
時

は
舶

宝

は
積

荷

に
関

し

て
生

す

る
損
害

に
付

き
責

任

を
免

か
る

.,(
し
｡
(発

響

1
'

可
燃

性
感

馨

性
或

は
危
険

性

の
遅

達

品

に
関
し

て
は

碓
凍

一
般

に
用

払
ら

る

ゝ
所

の

船
荷

語
弊

に
親

足

せ

る

ビ
約
同

様

な

る
親

定
あ

わ
｡
(鯛
韻

)

1
.

舶

童

は
荷

達

人

ど
の
示
談

に
よ

ら

ず
p'
其

の
有

す

る
権
利

及

免
責

の
全

部

叉

は

一
部

を

放
棄

す

る

の
自

由

あ

h

(第
五
健
)
之

に
反
し

て
荷

童

の
利

益

を
保

護
せ

る
海

牙
親

朋

の
裁

定

に

萱

h

て
は
頗

童

も
荷

主

79
之

を
壁

更

す

る

乙

ご
港

は
す
ハ一(讐

桝
)

Sh.
N
.rm
as
H
nl
の
言

に
よ
れ

ば
醇

主

潮

は
荷

主
側

よ
-

7g
湧

泉

に
富

甥
-
唐

圭
側

は
商
東

上
僚
舟

の
運
賃

を
貰

弘

で
僚

分

の
責

任

を
負
捨

す

る

rJ
だ
あ

る

べ
き

を
漁

想

せ

ら
例

之
舶

ま



は
相

皆

の
運
賃

を
得

れ

ば
唐

荷

謹
券

面

記

載

の
積
荷

の
箇

敏

文

は
重

量

を
以

て
絶

射

的

の
語

接

だ
し

て
許

す

乙
だ

あ

る

.,(
し
然

れ

C3)
79
之

に
反

し

て
例

は
荷

主

は

船

主

の
最

大
責

任

は
荷

物

7
節

に
付

き

二
十
硬

を
超

過

せ

き
る

べ
き

乙
･lJ
を
健

件

ご
L

Lj
運

賃

の
億

引

き
を
相

談

す

る

rJ
･yJ
は
不

離

在

る

J,(/
し
っ

一.
海

牙
親

別

は
特

種

の
商

品

に
細

し

て
除

外
例

を
設

け

た

り
｡
(第
六
傑
)

神

も
法
典

の
通

有

有

る
観

鮎

と
す

る
所

は
立

法

の
事
績

に
依
h

て
之

を
用

ふ

る

ビ
或

は
任

意

の
食

意

の
下

に
之

を

凍

周

す

る

,̂J
に
拘

ら

ず
商

習
慣

を

固

着
せ

し

め
蓬

歩

む
阻

止

し

て
事

情

の
鼻

化

に
通

底

す

る
事

能

は

き

る
に
あ

ら
海
運

業

に
就

七

は
棒

に
臆

瓢

に
留
意

せ

き

る

.,(

か
ら

す

海

牙
蔑

則

第

六
健

は
産

に
鑑

み

liJ
設

け

ら

れ

た

る

謀

-
英

国

の

Irn
pe
r
ia
l

S
b
ip
p
h

g

C
o

rm
邑
tee,
の
前

記

の
意

見

書

に
此

の

乙

と
あ

-
即

ち
姫

Y
の
法
典

に

は
或

特

種

の
物

品
.航

海

或

は
遅

速

の
方

法

に
蘭

し

て
除

外
例

の
裁

定

を
設

-

べ
き

79
の
右
上

而

し

て
斬

る
除

外
例

を

必

要

yJ
す

る
事

項

を
調

査
決

定
す

る
た

め

に
調

査
局

(im
pe=
aH

HVeB茸
ati.n
Burea･こを
設

立

す

る

の
必
要

在

る

こ
と
を

叫m
p
erial
S
hip
p
in
g
C
o
m
li)i乳
o
n
は
悠

摘
心
せ

る
も
斬

る
調

査
局

を
設

-

る

む

k)
は
海

可

な

り

と

の
意

見
お

ち
C
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第
三
十
八
懸

(
六
一
四
)

論

説

一
九
二
1
年
海
牙
規
則
に
就
て
(
共
立
)

第
四
或

二
相

第

三
葦

本
規

則
採

用

の
準

備

本
邦

に
於

t:.
は
商
法

中

の
或

僚

文

に
慶

薮

を
加

へ
て
其

代

は

･e′
に
本
親

別

を
挿

入
附
加

す

る

の
芋
樺

を
探

る

に
至

る

べ
し
国
際

海

法
委
員
倉

の

日
本
委

員

の
報

告

に
よ
れ

ば
商

法

中

の

七

つ
の
僕

文

を
鍵

更
す

る

の
必
要
あ

る

べ
し

だ
あ

･J{
(
L

o

ndo
n
C
oilFerenceR
eport1992,P
,
1

86
)

英

国

の
両
院
協

議
倉

に
於

て

S
ir
N
,)rm
an
H
ill
が
述

べ
た

る
所

に
依
れ

ば
｢ア

ン
グ

ロ
サ

ク
ソ

ン
LA

}J
rラ

チ

ソ
九

と
の
覇
者

を
蒲
足

せ
し

む

.,(
き

取
引

且

の
尭

朗

を
制

定

す

る
は
非

常

に
困

難

在

る

乙
ビ
夜

毎
'何

だ
在
れ

ば

ラ
ブ

イ

ン
人

及

び
之

れ

に
敏

へ
る
陶

民
は
贋

範
由

の

1
般

原

則

を
裁

定
し

て
置

S
て
法

廷

を
し

て
此

等

の
原

則

を
各

別

の
賓

際

の
事

件

に
適

用

せ

し

む
盛

る
に

ア

ン
グ

ロ
サ

ク

ソ

ン
人
及
之

れ

に
敏

へ
る
立
法

の
致
方
を

虜

す
国

民

に
あ

h

七
は

1
般

厚
別

を
定

め
允

る

の
み

に

て
は
満

足
出

家
す
原

則

を
格

別

在

る
場
倉

に
あ

て
は

め
る

に
伸

び

で

の
贋

造

を

も
定

む
る
洗
儀

覆
㌔

ヒ
ル

民

は

田
-
願
荷

鐙
券

に
濁

す

る
親

別

を
決
定

す

る

に

付

払
Y
も
政

の

二
横

の
や

ら
労

が
絶

へ
ず

抵
解

し
光

り
ラ

テ

ン
系

の
人

は

1
般

原

則

の
み

の

決

定

を
要

望

し

ァ

ン
グ

ロ
サ

ク
ジ

ン

系

の
人

は
政
等

の
原

則

が
如

何

に
適
用

せ

ら

る

べ
き

や

の
方

法

を

も
定

め
え

ご
希
望

せ

り
教

ヒ
ル

民

は

E
I
-
､今

之

れ

を
例

を
易

で
示

せ
ば

海

牙
親

則



の
第

三
僕

の
第

1
髄

及
第

二
親
第

四
健

の
第

1
故
第

二
畿

襟
ら
PfJ
れ

は
本
親

則

中
荷

主

の
権

利

ビ
船

主

の
義

務

tJ
を
定
義

せ

る
各

部
な

る
が
.雌
等

の
候
文

に
よ
り

て
廠

は
れ

た

る
各

鰹

の

事

項

を
裁

定

す

る
通
昏

有

る
致
方

は

大
陸

の
愈
員

の
考

へ
に
依
れ

ば

次

の
如

き
文

言

に

七
十

分

通

常

に
之
れ

を
衷

は
す

こ
と
を
碍

p,(
し

ぎ
薦

せ
ち
｡

｡
rr
h

e
c

ar
r
ie
i･B

S

b
ali
b
e

i･e
S
P
O
n
8
i
b
le

f
o

r

l
o
sm
O
f

o
r

d
a
pm
a
.g
e
tO
i.g

g
ood
s

i
f

cau
se
d

b
y

w

a
n
t

cif
d
u

e
d
il藩
n
c
e

o
f

t
h

e
c
a
r
r
ie
l･

O
r

h
i
s

s
e
r
v

an
t
s
.

exc
e
p
=

h
at
t
h
e
r

e
S
h
a
l
l

b

e
i
3

0
f･e
S
P

O
n
Sibiiit,y
l
n

Case
O
f
w
a
n
t
of
d
u
e

d
ilig
e
n
c

e
O
f
his

se
r
V

an
訂

i
n

t
h
e

l
l
a
V
lg
a
t
i
on
o
f

t
h
e

s
h
ip

o
1.

i
n

h
ejr

riレ
a
n
a
g

e･Tn
en
t

a
fter
the

ioaa
i義

h
as
com
m
en
c
e
d

."

接
ず

る

に
本
邦

の
商

法

の
如

き
も
大
陸
系

に
屠

す

る
も

の

に
し

て
今

政

の
観
際

僕
約

の
親

園

を
商

法

車

に
エ
魯

よ
-

太
れ

込

む

乙
.yJ
は
難
事

に
あ
ら

ざ
る

.,f
き

も
周
囲

の
関
係

上
或

は

其

の
髄
裁
如

何

か

芭
恩

は

る
､む
し
ろ
峯

街
法

だ
し

て
之

を
質
施

す

る
に
加

か
き
る

べ
き

か
O

(
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